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本論文は常磁性共I!鳥吸収 (E P R) の測定によって， ミオグロビンにおけるヘムとアポ蛋白との相
互作用，ヘモグロビンにおけるサプユニ y ト聞の相互作用についての基礎データを提供したものであ
る。まずミオグロビンを用いへムに種々の配位子を配位させ，ヘムの方位や安定性に影響を与える凶
チについて議論した。ついでヘモグロビン中の鉄むよび鉄に配位した一酸化窒素の EPR を測定し，
1 つのサプユニット中でのへム配位子との結合が他のサプユニットのヘムの電子状態をどのように変
化させるかについて詳しい実験を行った。特に液体ヘリウム温度で精度のよい測定を行った結果とし
て， 1 つのサプユニットでの配位子結合が他のサブユニット中の鉄の3d電子の状態に影響を与えるこ
とが従来考えられていた程に例外的ではないことを示したのは重要と思われる。本論文はヘモグロビ
ンの機能を理解する kに有用な多くの知見を報じており学位論文として価値あるものと認める。
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